
世界教養学科 中期留学 

プログラム区分 中期留学 

主幹部局 世界教養学科 

研修先国・地域名

（都市名） 
ニュージーランド （オークランド） 

研修先機関名称 フィティレイア大学 

プログラム概要 

世界教養学科中期留学は 9 週間の語学研修、2 週間のインターンシップを含む約 3 か月間の

研修プログラムです。研修はニュージーランドの首都ウェリントンにあるフィティレイア

大学で行われます。ウェリントンはニュージーランドの政治だけでなく、映画・演劇産業

の中心地でもあります。まず、語学コースで英語を集中的に学び、英語運用能力を高めま

す。さらに 1 週間にわたるインターンシップ準備講座を受講後、現地の企業で約 2 週間のイ

ンターンシップを体験します。ホテル、旅行会社、カフェなど、現地企業での就労体験か

ら、緊張感がある中で仕事としての専門性の高い会話力も鍛えるチャンスに恵まれていま

す。また、様々な背景を持つホストファミリーと過ごす時間も生きた英語に触れる貴重な

機会となっています。多文化・多民族社会の中でどう生きていくのかという将来のビジョ

ン、そして自分のコンフォートゾーンが広がる研修となっています。留学生のみならず、

様々な背景を持つ現地の人々と過ごす中で、人生の転機となる経験をすることもあること

でしょう。ぜひ挑戦してみてください。 

日程 出発時期：9 月上旬  期間：12 週間 

単位認定 最大 16 単位 

他学科生の受け入れ 可 受入れ可の他学科：国際日本学科 

語学研修の有無 有 

語学研修以外の内容 有 

申込場所・問合せ先 世界教養学科 

その他 
申し込みには TOEFL ® 470 点以上、または TOEIC ® 550 点以上のスコアが必要です。 

また、留学先変更の可能性があります。 

 



 

 

体験記 

世界教養学科 中期留学に参加して 
 

氏名：出口 元揮 （2022 年度参加） 

 

本文： 

本文：私は９月から約３ヶ月間ニュージーランド首都ウェリントンで過ごしました。この中期留学に参加した理

由は大学在籍中に１度は留学してみたいと思っていたからです。新型コロナウイルスの蔓延で多くの留学が中

止となるなか、この中期留学が４年春に復活するという情報を手に入れたので４年の２期に行ってみることを

決意しました。 

この中期留学のプログラム内容としては、最初の約２ヶ月が語学学校による授業、約１・２週間のホスピタリ

ティ研修、１０日間のインターンシップという内容でした。最初、授業やホストファミリーの発音のなまりを聞き取

るのが大変でしたが、徐々に耳も慣れ聞き取れるぐらいに成長しました。ホスピタリティ研修はインターンシップで

働くための接客のやり方を学び、エスプレッソマシンを使ったり、ジュースを作ったり、テーブルセッティングをしたりな

ど学びました。インターンシップでは私はウェリントンにある国立博物館『Te Papa Tongarewa』ですることになりま

した。業務内容としてはイベント会場のフードを運んだり、皿を片付けたりを主にしていました。ピーク時はとても

忙しく他のアルバイトの人たちとコミュニケーションを取りながら、うまく回して行きました。ホストファミリーはとても優

しくニュージーランドについて様々なことを教えてもらい食事も非常に美味しかったです。 

この留学中に様々なトラブルにも見舞われたり、見舞われた人もいましたが、その逆境を乗り越えるメンタルや

課題解決力が身についたと思います。 

 

 

 


